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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
色相信号、彩度信号および明度信号の各信号成分を含む入力映像信号に対して、表示装置
に表示したときの画像の視認性を改善するための画像処理装置であって、
前記入力映像信号の彩度信号のレベルに応じて前記入力映像信号の明度信号を補正する明
度補正手段と、
前記表示装置の周辺の照度を検出する照度検出手段と、
前記明度信号に対する明度ゲインが１．０である前記彩度信号のレベルを第１の彩度レベ
ルとすると、前記彩度信号のレベルが前記第１の彩度レベルより大きい範囲では前記彩度
信号のレベルが大きいほど前記明度ゲインを増加させ、前記彩度信号のレベルが前記第１
の彩度レベルより小さい範囲では前記彩度信号のレベルが小さいほど前記明度ゲインを減
少させるように前記明度補正手段の補正処理を制御する制御手段とを備え、
前記制御手段は、周囲照度が３０００ｌｘ以上の高照度範囲においては照度の増加に伴っ
て前記補正処理を強調させるとともに、周囲照度が２００ｌｘ以下の低照度範囲において
は照度の減少に伴って前記補正処理を強調させるように前記明度補正手段を制御し、かつ
周囲照度が２００ｌｘを超え３０００ｌｘ未満の標準照度範囲においては前記明度ゲイン
を１．０に固定するように制御する構成とした画像処理装置。
【請求項２】
前記制御手段は、前記彩度信号のレベルが前記第１の彩度レベルより小さい第２の彩度レ
ベルよりも更に小さい範囲では、前記彩度信号のレベルが小さいほど前記明度ゲインを増



(2) JP 4622900 B2 2011.2.2

10

20

30

40

50

加させるように前記明度補正手段の補正処理を制御する構成とした請求項１記載の画像処
理装置。
【請求項３】
前記明度補正手段は、前記入力映像信号の色相信号ごとに独立して補正するように構成し
たことを特徴とする請求項１記載の画像処理装置。
【請求項４】
前記制御手段は、前記照度が所定照度以下のとき、暗所視のプルキンエ現象を補償するよ
うに、前記色相信号が赤のとき前記補正処理を強調し前記色相信号が青のとき前記補正処
理を抑制するように前記明度補正手段を制御する構成とした請求項３記載の画像処理装置
。
【請求項５】
前記明度補正手段は、補正処理のＯＮ／ＯＦＦが選択可能であること特徴とする請求項１
記載の画像処理装置。
【請求項６】
前記入力映像信号の明度信号より１画面分の明度信号のレベルの分布状況を表す明度特徴
情報を検出する明度特徴検出手段をさらに備え、前記制御手段は、前記明度特徴情報に基
づいて、前記明度信号レベルが低い方に多く分布している場合ほど、前記補正処理を強調
させるように前記明度補正手段を制御する構成とした請求項１記載の画像処理装置。
【請求項７】
前記入力映像信号の彩度信号より１画面分の彩度信号のレベルの分布状況を表す彩度特徴
情報を検出する彩度特徴検出手段をさらに備え、前記制御手段は、前記彩度特徴情報に基
づいて、前記彩度信号レベルが低い方に多く分布している場合ほど、前記彩度信号レベル
に対する前記明度信号を増加させる範囲を広くするように前記明度補正手段の補正処理を
制御する構成とした請求項１記載の画像処理装置。
【請求項８】
色相信号、彩度信号および明度信号の各信号成分を含む入力映像信号に対して、表示装置
に表示したときの画像の視認性を改善するための画像処理方法であって、
前記入力映像信号の彩度信号のレベルに応じて前記入力映像信号の明度信号を補正する明
度補正ステップであって、前記明度信号に対する明度ゲインが１．０である彩度信号のレ
ベルを第１の彩度レベルとすると、前記彩度信号のレベルが前記第１の彩度レベルより大
きい場合には前記彩度信号のレベルが大きいほど前記明度ゲインを増加させ、前記彩度信
号のレベルが前記第１の彩度レベルより小さい場合には前記彩度信号のレベルが小さいほ
ど前記明度ゲインを減少させるように補正する明度補正ステップと、
前記表示装置の周囲照度を検出する照度検出ステップとを備え、
前記明度補正ステップは、前記周囲照度が３０００ｌｘ以上の高照度範囲においては照度
の増加に伴って前記補正処理を強調させるとともに、周囲照度が２００ｌｘ以下の低照度
範囲においては照度の減少に伴って前記補正処理を強調させるように制御し、かつ周囲照
度が２００ｌｘを超え３０００ｌｘ未満の標準照度範囲においては前記明度ゲインを１．
０に固定するように制御するものである
画像処理方法。
【請求項９】
請求項８記載の画像処理方法の各ステップをコンピュータに実行させるためのプログラム
。
【請求項１０】
請求項９記載のプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用される環境照度や入力信号および表示画像内容に応じて、その視認性が
改善されるよう映像信号を制御することのできる画像処理装置、およびその処理方法に関
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するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、モバイルディスプレイ装置をはじめ、車載ディスプレイ装置、テレビジョン受像
機等においては、入力信号の表示内容や使用する周囲環境の明るさ等に応じて画像の視認
性の改善を図る目的のため、映像信号のコントラストやブライトネス、色信号、ディスプ
レイ装置の表示輝度、γ特性等に対して適応的に制御する技術が開発されている。
【０００３】
　例えば、液晶ディスプレイの例では特許文献１にその具体例が示されており、センサー
の明るさ制御信号に基づき、液晶パネルへの印加映像信号の振幅や動作基準レベルを自動
的に制御することで、液晶表示画面の明るさ、コントラスト等を制御するものである。
【０００４】
　一方、表示装置の信号処理の例では特許文献２にその具体例が示されており、文字放送
用の入力信号の文字情報を検出し、照度情報に応じて文字部分の輪郭強調制御や閾値に基
づき文字色と背景色を変えるといった処理を施すものである。
【０００５】
　また、車載ディスプレイ装置では、直射日光照射から暗闇までの幅広い照度範囲で視認
性を改善する必要があり、周囲照度に応じてディスプレイ装置の調光制御（液晶ディスプ
レイの場合バックライトの調光制御）を行う、ディマーといわれる機能が従来から広く採
用されている。
【特許文献１】特開平６－８３２８７号公報
【特許文献２】特開平１１－３５２９５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に示した液晶ディスプレイ装置の場合は、信号のコントラス
トを拡大しブライトネス（動作基準レベル）設定点を上げて明るくし、またγ特性を制御
するようにしたものであり、入力信号がＴＶやＤＶＤビデオ等のＡＶ自然画像においては
、ある程度の視認性の改善は実現可能であるが、カーナビゲーションシステムにおける地
図画像等のような所謂コンピュータグラフィックス画像のダイナミックレンジの広い映像
信号の表示に対しては、その映像的特徴から十分な効果が得られない場合があると言える
ものである。
【０００７】
　特許文献２に示した表示装置の場合は、文字放送用の表示装置であって、図１３に示す
ように文字情報検出部および画像生成部をもつため、環境照度が非常に高い場合は、視認
性を改善するために文字と背景との色を補色関係となるよう処理を実行するものであるが
、文字検出部や画像生成部を必要とするものであり、更に文字以外のオブジェクトの場合
について改善されるものではない。
【０００８】
　また、従来の車載ディスプレイ装置で行われているような、液晶ディスプレイ等に対す
るバックライト調光制御のみ（ディマー）の場合では、直射日光のような著しく照度の高
い場合において、バックライト輝度の最大調光制御以上の視認性改善は行うことが出来な
い。
【０００９】
　本発明の目的は、以上のような課題を改善するためになされたものであり、車載ディス
プレイのように広範囲に激しく照度環境が変化するような場合においても、照度変化に応
じて、同時にその表示映像の映像的特徴をも考慮し、広い照度範囲の全域に渡って常に最
適に画質の改善および視認性の改善を行うことができる画像処理装置を実現することであ
る。
【００１０】
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　特に、カーナビゲーションにおける地図表示等においては、通常の照度環境下では、信
号ソース（カーナビゲーションの場合はＤＶＤディスクやハードディスクに収録されてい
る描画データ）本来の色彩デザインを忠実に再現表示することが基本であるが、直射日光
が照射するような著しく明るい環境下等では、運転者による瞬時判読性の高さ等の安全性
の面から見やすくすることが優先されるべきものであり、このような環境状況時において
視認性を高めるように表示色を自動的に調整することができるようにすることが本発明の
目的である。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の課題を解決するために第１の本発明に係る画像処理装置は、入力映像信号の彩度
信号のレベルに応じて前記入力映像信号の明度信号を補正する明度補正手段を備え、前記
明度補正手段は、前記彩度信号のレベルが低いときは前記明度信号のゲインを減少させ、
前記彩度信号のレベルが高いときは前記明度信号のゲインを増加させるように補正するこ
とにより、表示装置に表示したときの画像の視認性を改善するものである。
【００１２】
　また、第２の本発明に係る画像処理装置は、入力映像信号の色差信号のレベルに応じて
前記入力映像信号の輝度信号を補正する輝度補正手段を備え、前記輝度補正手段は、前記
色差信号のレベルが低いときは前記輝度信号のゲインを減少させ、前記色差信号のレベル
が高いときは前記輝度信号のゲインを増加させるように補正することにより、表示装置に
表示したときの画像の視認性を改善するものである。
【００１３】
　また、第３の本発明に係る画像処理装置は、表示装置の周辺の照度を検出する照度検出
手段と、照度対補正係数の関係を表すテーブルを有し、前記テーブルを使用して、前記照
度検出手段からの照度信号により選択した補正係数に基づき前記ＲＧＢの各信号を補正す
るＲＧＢ補正手段とを備えることにより、表示装置に表示したときの画像の視認性を改善
するものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、使用環境の照度状態が非常に明るい場合や暗い場合等の視認性改善の
目的で入力映像信号を補正表示する画像処理装置において、入力される映像信号のオブジ
ェクト抽出処理を行うことなく、映像信号の色補正制御を効果的に行う画像処理装置とす
ることができるものである。
【００１５】
　特に、カーナビゲーションシステムにおける地図画像の表示や、車載ディスプレイ装置
における車輌情報表示等のコンピュータグラフィックス画像の場合において、地図の道路
や文字等のオブジェクトと背景との色度差が少なく、色コントラストの低い画像であって
も、適宜色コントラストを強めるよう色制御を行うことができ、明るい照度環境下の視認
性を効果的に改善することができるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明に係る画像処理装置およびその処理方法について、図面を参照しながら説
明する。以下の実施の形態では、各処理手段をハードウェアで構成した場合の例として説
明を行うが、同様の処理をソフトウェアで実施することも可能である。また、上記ハード
ウエアを単数もしくは複数の半導体上に集積した集積回路で実現することも可能である。
また、ディスプレイ装置として液晶表示装置に接続される場合の例を説明するが、本発明
が適用される画像処理装置はこの例に限定されず、有機ＥＬ（エレクトロルミネッセンス
）表示装置やＰＤＰ（プラズマディスプレイパネル）表示装置等への接続も同様に適用可
能である。
【００１７】
　（実施の形態１）
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　図１は本発明の第１実施形態による画像処理装置の構成を示すブロック図である。図１
の画像処理装置は、色空間変換手段１、明度補正処理手段２、明度制御係数算出手段３、
色空間逆変換手段４、照度検出手段５を備えており、出力信号がディスプレイパネル６に
接続されている。ここで、明度補正処理手段２と明度制御係数算出手段３とを含めたもの
を明度補正手段と呼ぶ。以降ディスプレイパネル６が液晶ディスプレイである車載ディス
プレイ装置の場合について説明を行うものとする。
【００１８】
　色空間変換手段１では、ＲＧＢ信号形式の入力映像信号が入力され、ＲＧＢ信号から、
色相信号、彩度信号、明度信号の各信号成分に変換される。この信号変換は下記の演算式
によって変換が行われる。
【００１９】
　　明度信号Ｖ＝MAX(R,G,B)
　　色相信号Ｈ＝｛MID(R,G,B)－MIN(R,G,B)｝／｛MAX(R,G,B)－MIN(R,G,B)｝
　　彩度信号Ｓ＝｛MAX(R,G,B)－MIN(R,G,B)｝／MAX(R,G,B)
　　ここで、MAX(R,G,B)はＲＧＢの各信号のうちの最大値
　　　　　　MID(R,G,B)はＲＧＢの各信号のうちの中間値
　　　　　　MIN(R,G,B)はＲＧＢの各信号のうちの最小値を表す。
【００２０】
　尚、この変換の際同時に各々MAX、MID、MINがRGBのどれに相当するかを判定する。
【００２１】
　このようにして変換された後、明度信号は明度補正処理手段２へ、彩度信号は明度制御
係数算出手段３と色空間逆変換手段４へ、色相信号は明度制御係数算出手段３と色空間逆
変換手段４へと出力される。明度補正処理手段２では、明度制御係数算出手段３により算
出された明度補正制御係数により、明度信号に対し明度のゲイン制御が行われ色空間逆変
換手段４へと出力される。明度制御係数算出手段３では、入力される彩度信号および色相
信号と、照度検出手段５により検出された照度信号とにより明度補正制御係数を演算して
明度補正処理手段２に出力する。色空間逆変換手段４では、入力される色相信号および彩
度信号および補正処理後の明度信号とからＲＧＢ信号へと、色空間変換手段１とは逆の演
算により変換が行われ、ディスプレイパネル６へと出力される。
【００２２】
　以上のように構成された画像処理装置において、明度制御係数算出手段３で適応制御さ
れる、明度補正係数算出演算についてその内容を説明する。
【００２３】
　まず、明度補正制御係数であるが、本実施の形態においては明度補正処理手段２に対す
る明度成分のコントラスト制御のためのコントラストゲイン値としている。これは、映像
信号を色相、彩度、明度の各成分に分け、明度成分のみを色相やその彩度値に応じて可変
処理を行ってからＲＧＢ信号に戻すことにより、特定の色（色相や彩度レベル）に対して
のみ特定量の明度が変化した色に変更することが可能であり、視認性を改善するために意
図的に明度値を変えるための制御値となるものである。
【００２４】
　特に本願ではこの制御値に対し、彩度信号レベルを入力として制御特性を算出すること
を特徴とするものであって、具体的には、図３に示すような彩度信号レベルを入力とし明
度制御ゲイン値を出力とするゲイン特性である。本実施の形態で示した特性例は図３に示
すように、彩度信号レベルが低い場合（すなわち色が薄い淡い色の場合）はその明度をよ
り下げて暗くし、逆に彩度信号レベルが高い（すなわち色が濃く色づきのいい色の場合）
は、その明度をより上げて明るさも明るくなるような明度制御を行うものである。すなわ
ち、図３に示すように、前記明度信号に対する明度ゲインが１．０である彩度信号のレベ
ルを第１の彩度レベルとすると、彩度信号のレベルが前記第１の彩度レベルより大きい範
囲では彩度信号のレベルが大きいほど前記明度ゲインを増加させ、前記彩度信号のレベル
が前記第１の彩度レベルより小さい範囲では前記彩度信号のレベルが小さいほど前記明度
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ゲインを減少させるように前記明度補正手段の補正処理を制御している。図４にこの明度
補正制御のＨＳＶ色空間上での補正概念を示す。
【００２５】
　一般に、使用環境の照度が著しく高い時などの状況において画像処理装置の視認性を改
善するためには、画面輝度を向上させることとともに、画像中の色と色の間の色度差を大
きくすることが効果的であることが知られている。
【００２６】
　上記のようなゲイン特性とすることにより、薄い色はより暗いトーンの色調に、濃い色
はより明るいトーンの色調に変更されるので、結果として二つの異なる色の間の色度差が
拡大される方向に変更されることになり、色コントラストが向上して非常に照度の高い明
所における視認性が改善される色に変更されることになる。
【００２７】
　尚ここで、図３では彩度レベルが非常に小さい０付近では、あえてゲインを下げない特
性としているのは、彩度レベルが非常に小さい０付近（すなわち無彩色あるいはそれに近
い色）では、明度変化が占める影響が大きく、特に明度が元々高い時（白あるいは明るい
グレー）では、明度を下げないようにするためである。これにより例えば、比較的彩度の
低い色の背景部に白線の道路や文字等がある地図画像等の場合、元画では白線の道路や文
字が背景との色コントラストが少なく明所視認性が悪かったものが、背景部の低彩度色の
部分（例えば図４の「元の色」で示す色）が暗いトーン（図４の「補正後の色」で示す色
）に変更されるため、白線や白文字が明瞭に見えるようになり明所視認性が改善される。
【００２８】
　このゲイン特性は、色相によらず一律な特性であっても充分効果的ではあるが、所定の
色相毎に例えば色相環を１２分割（１２軸）した色相毎に独立に設定可能としておき、色
相信号入力に応じてその色相に最適なゲイン特性が選択されて明度補正係数として出力さ
れることでより最適な制御が実現できる。例えば、明度差による色コントラストがつきに
くい色相では強めるように特性を変更する、あるいは後述するプルキンエ補償への応用で
ある。また、使用するディスプレイパネルのディバイス的特徴、例えばディスプレイパネ
ルが液晶ディスプレイの場合であれば、そのディバイスに使用されるカラーフィルターの
特性によって、ＲＧＢの色再現特性に偏りをもつため、これを考慮して色相毎に異なる特
性を設定して、明度差をつけることによる効果を色相によらず均一にすることが可能とな
る。
【００２９】
　次に照度適応制御について説明する。前述した明度補正係数（ゲイン特性）は、表示装
置の位置している環境照度に適応させて制御状態を調整することで、より最適な制御とな
るようにするものである。具体的には、図５に示すように入力される照度信号により所定
の照度領域において各々所定の制御強度で適応的に特性を変えるように制御を行う。図５
の制御強度特性は、明るい側と暗い側の照度環境がよくない照度領域で、より標準照度か
ら遠ざかる程制御強度を強めるような特性としている。すなわち、図５に示すように、周
囲照度が３０００ｌｘ以上の高照度範囲においては照度の増加に伴って前記補正処理を強
調させるとともに、周囲照度が２００ｌｘ以下の低照度範囲においては照度の減少に伴っ
て前記補正処理を強調させるように前記明度補正手段を制御し、かつ周囲照度が２００ｌ
ｘを超え３０００ｌｘ未満の標準照度範囲においては前記明度ゲインを１．０に固定する
ように制御している。これは、明度補正制御によって視認性は改善されるものの、元画の
色彩デザインに対する違和感がトレードオフとして発生するため、視認性改善効果と違和
感をシームレスに切替えるためのものである。
【００３０】
　本実施の形態で説明している視認性改善処理の目的は、本来明所の視認性改善であるの
で暗所側については明度補正制御自体を弱めるようにしている。
【００３１】
　中間の標準的な照度状態では、明度補正制御は必要なく元画の色彩デザインを無意味に
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変えてしまうだけであるので、明度制御をＯＦＦするものとしている。本実施の形態では
、検出された照度により図５に示すような制御強度特性で求められる係数を照度補正係数
として図３で算出したゲイン特性に掛け合わせることで最終的な明度補正係数として図６
に示すように算出するものとしている。尚、本実施の形態では、照度検出手段を設け照度
信号により図５に示すような特性で照度適応制御を実施するようにしているが、照度検出
手段を持たない場合であっても、使用者がスイッチにより、照度に応じて明度補正のＯＮ
／ＯＦＦを選択できるようにしてもよい。
【００３２】
　ここで、暗い照度の場合における視覚的特徴であるプルキンエ現象について説明する。
【００３３】
　この視覚的特徴とは、概ね１０ｌｘ程度以下の暗所視において主として働く視細胞であ
る捍体は、明暗によく反応するが長波長成分の光には反応しないため、赤いものは暗く見
え青い色が明るく見えるという現象で、プルキンエ現象と呼ばれるものである。これは、
図７に示すように、暗所視では比視感度曲線が５５５ｎｍから５０７ｎｍ程度に短波長側
に移動することである。従って、この現象に対する補償として所定照度（概ね１０ｌｘ程
度）以下の場合に、Ｒ系色相のゲイン特性を明照度時のように強調し逆にＢ系色相のゲイ
ン特性を抑圧するような色相別制御とするものである。明度制御係数算出手段において入
力される色相信号に応じて、上記照度条件の場合は明度ゲイン特性をこのように特性を変
更することでこれを実現することができる。
【００３４】
　このように、彩度に対する明度制御特性を照度と色相に適応して算出し、明度補正処理
手段２に入力して明度のゲインを制御することにより、色度差が拡大される方向に色を変
更して色コントラストを上げ、視認性を改善することができるものである。
【００３５】
　特に、カーナビゲーションの地図画像のような所謂コンピュータグラフィックス画像の
場合において有効である。また、照度適応制御を行うことにより、標準的な照度環境下で
は信号ソース本来のもつ色彩再現を行い、明所環境下等においては色コントラストを拡大
するような色表示に変更し、またその中間状態においてもシームレスな効果を出すよう自
然な制御とすることができるものである。
【００３６】
　（実施の形態２）
　図２は、本発明の第２実施形態による画像処理装置の構成を示すブロック図である。図
２に示す画像処理装置と図１に示す画像処理装置とで異なる点は、明度特徴検出手段７、
彩度特徴検出手段８が追加されている点と、明度制御係数算出手段３ａの内部動作が変更
されている点である。その他の点は図１に示す画像処理装置と同様であるので、同一部分
には同一符号を付して詳細な説明は省略し上記変更点を中心に説明する。
【００３７】
　明度特徴検出手段７においては、入力される明度信号に対しローパスフィルターを通し
た後、入力される映像信号の１画面内の所定の検出領域に対して明度信号の最小値、最大
値、および平均値を算出するための積算値がそれぞれ求められるようになっており、各検
出値は明度制御係数算出手段３ａへ入力される。彩度特徴検出手段８においては、彩度信
号を入力として同様の回路により、彩度信号の最小値、最大値、および平均値を算出する
ための積算値が求められ、明度制御係数算出手段３ａへ入力される。
【００３８】
　本実施の形態の特徴とするところは、明度制御係数算出手段３ａにおいて、明度信号と
彩度信号の各々の最小値、最大値、および積算値から算出された平均値の計６つのパラメ
ータから必要なパラメータを利用して、図３に示した彩度に対する明度ゲイン特性を、入
力される映像特徴に応じて最適に補正して、より効果的に視認性を改善する動作をさせる
ようにした点である。
【００３９】
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　以下、具体的な明度ゲイン特性の映像特徴適応補正の例について説明する。まず、明度
特徴による適応制御の例であるが、明度が高いレベルに偏りをもって分布している場合は
、明度ゲインの強調を弱めるように制御し、明度が低いレベルに偏りをもって分布してい
る場合には、明度ゲインの強調を強めるように特性を制御するものである。
【００４０】
　明度レベルの分布については、図８に示すような明度成分の簡易的な分布状態を検出す
る方法で行うものとする。図８ａは、最小値が０に近く最大値が最大レンジに近い非常に
ダイナミックレンジの広い例であるが、全体的な明度レベルは低明度信号が多い例である
。このような場合には必然的に平均値は最小値に近い値となる。逆に、図８ｂは図８ａと
同様に広いダイナミックレンジで同様な最小値と最大値のレベルであるが、全体的な明度
レベルは比較的高明度よりの信号が多い例であり、このような場合には平均値は比較的最
大値に近い値となる。このように平均値を算出して最大値および最小値と比較（最大値と
最小値の間のどの位置にあるかを演算）することにより、簡易的ではあるがその分布状態
のピークレベル（出現頻度のピーク値）がどの程度であるか、あるいは分布状態がどうい
う状態であるかを概ね検出することができる。尚、本実施の形態では、簡易的な分布状態
の検出方法を説明しているが、ヒストグラムをカウントする構成とすることでより正確な
分布状態を検出するようにすればなお望ましい。
【００４１】
　そして、この分布状態を考慮し明度分布が比較的低明度レベルに集中しているような画
像では、明度補正を強くかけるように、例えば実施の形態１で説明した照度による補正に
おいて明所に近い時の場合のように明度ゲインの変化幅を広げる方向に明度ゲイン特性を
補正する。逆に明度分布が比較的高明度レベルに集中しているような画像では、逆に変化
幅を狭める方向に補正を行う。あるいは、前者の場合には図３に示すゲイン特性を全体に
ゲインアップする方向にオフセットし、逆に後者の場合はゲインを下げる方向にオフセッ
トするようにしてもよい。このような明度分布状態によるゲイン特性の補正量の設定例を
図９に示す。図９では、上記のような方法で算出した分布状態を横軸（この例では、「明
度最大値－明度平均値」を明度最大値で除した値を横軸にとっているため、低レベル側に
多く分布する場合が横軸の値が大きくなる）とし、縦軸に図３の特性に対して補正するオ
フセット量をとったものである。尚、上記説明の通りゲイン特性の補正を図６のように変
化幅で実施した場合には縦軸は変化幅に相当するものとなる。
【００４２】
　このように元の画像特徴が全体に明度が高い明るい画像の場合では、明度補正処理によ
り明度が飽和してしまわないようにし、全体に明度が低い暗めな画像の場合では、充分効
果が出るよう明度補正処理を強調することにより、画像特徴に適応した明度補正処理を行
うことができる。
【００４３】
　次に、彩度特徴による適応制御の例であるが、これも明度特徴の場合と同様に彩度の分
布状態を簡易的に検出し、彩度が高いレベルに偏りをもって分布している場合は、明度ゲ
イン特性を抑圧する範囲を広めるように制御し、彩度が低いレベルに偏りをもって分布し
ている場合には、明度ゲイン特性の強調（ゲイン１倍以上）する範囲を広めるように特性
を制御するものである。すなわち、彩度の分布状態を考慮し彩度分布が比較的高彩度レベ
ルに集中しているような画像では、色コントラスト改善効果を上げるために、図３の特性
に対し図１０の実線に示すようにゲインを抑圧するポイントを高彩度側にずらすように設
定をする。これにより、彩度レベルが全般に高く色付きのいい画像に対し、彩度が飽和し
てしまうのを抑え明度差をつけやすくすることができる。逆に彩度分布が比較的低彩度レ
ベルに集中しているような画像では、図１０の点線のように高彩度側が充分ゲインアップ
されるような特性に切り換える。これにより、彩度レベルが全般に低く色の薄い画像に対
し効果的に明度差をつけやすくすることができる。
【００４４】
　また別の補正方法として、彩度の最小値および最大値が著しく偏っているような場合に
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ついては、例えば図１１に彩度レベルの範囲が狭い場合の例を示すように、彩度レベルの
範囲内で充分に明度差をつけられるようにゲイン特性を可変することもまた効果的である
。
【００４５】
　以上説明したように、入力される信号の明度や彩度の画像特徴に合うように明度補正の
ゲイン特性が調整され、明度補正処理が行われることにより、弊害を抑えより画像特徴に
適した効果的な色補正がなされ、効果的に視認性改善を実現することができるものである
。
【００４６】
　（実施の形態３）
　図１２は本発明の第３実施形態による画像処理装置の構成を示すブロック図である。
【００４７】
　図１２の画像処理装置は入力映像信号が輝度信号と色差の場合に、輝度信号と色差信号
をそのまま使用して、輝度信号を明度信号に置き換え、色差信号を彩度信号に置き換えて
、実施の形態１および２と同様な処理を行い同様な効果を得る実施の形態の例である。
【００４８】
　図２に示す画像処理装置と図１２に示す画像処理装置とで異なる点は、色空間変換手段
１が信号変換手段１ａに、明度補正処理手段２が輝度補正処理手段２ａに、明度制御係数
算出手段３ａが輝度制御係数算出手段３ｂに、色空間逆変換手段４がＲＧＢ変換手段４ａ
に、明度特徴検出手段７が輝度特徴検出手段７ａに変更されている点と、彩度特徴検出手
段８ａの内部動作が変更されている点である。照度検出手段５の動作は図２に示す画像処
理装置と同一である。ここで、輝度補正処理手段２ａと輝度制御係数算出手段３ｂとを含
めたものを輝度補正手段と呼ぶ。以降上記変更点について順に説明を行う。
【００４９】
　信号変換手段１ａでは輝度信号と色差信号が入力され、輝度信号と色差信号とから色相
信号を演算により作成し、輝度信号、色相信号、色差信号がそれぞれ出力されるようにな
っている。尚、実施の形態１および２で説明したように色相信号に応じた個別処理を省略
する場合は、信号変換手段１ａは不要とすることもできるが、後述するように輝度制御係
数算出手段３ｂで色相別処理が必要であるため、色相信号を作成し色相別処理を実施する
ことが望ましい。輝度補正処理手段２ａは入力を輝度信号としたもので、実施の形態１お
よび２で説明した明度補正処理手段２と同様の補正処理を行うものである。輝度制御係数
算出手段３ｂは実施の形態２で説明した明度制御係数算出手段３ａの明度入力を輝度入力
としたもので、明度制御係数算出手段３ａと同様の適応制御処理を行って、輝度補正処理
手段２ａに対し輝度補正係数を算出する。この輝度制御係数算出手段３ｂについては、基
本構成は明度制御係数算出手段３ａと同様であるが、輝度により明度成分を実施の形態１
および２と同様に制御するためには、図３に示した特性図や色相毎の特性値等については
明度により処理を行う場合と異なる値を設定する必要がある。特に明度値としては高い値
でありながら輝度値は高い値とならない色相、あるいはその逆の傾向となる色相等に対し
ては、補正処理が必要である。従って色相別の処理としてそのような色相については適宜
輝度補正特性を変更するように動作を行う必要がある。
【００５０】
　ＲＧＢ変換手段４ａは、補正処理後の輝度信号と色差信号からＲＧＢ信号に変換を行い
ディスプレイ装置に向けて出力を行うものである。輝度特徴検出手段７ａは実施の形態２
で説明した明度特徴検出手段７の入力信号を輝度信号としたもので同一の動作を行い輝度
信号の特徴値を検出する。彩度特徴検出手段８ａは実施の形態２で説明した彩度特徴検出
手段８の入力信号を色差信号としたもので、色差信号から彩度成分を算出しこの彩度成分
の特徴値を実施の形態２と同様に検出するものである。
【００５１】
　以上説明したように、入力信号として輝度信号と色差信号である場合でも、輝度信号を
明度信号に置き換え、色差信号を彩度信号に置き換えて、実施の形態１および２と同様な
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処理を行うことにより、ほぼ同様な効果を実現することができるものである。
【００５２】
　更に、実施の形態１および２がＲＧＢ信号を入力とし、ＨＳＶ空間での処理後ＲＧＢ信
号としてディスプレイ装置に向けて出力する構成となっていることからも解るように、実
施の形態１および２で説明したＨＳＶ空間内における処理を、ＲＧＢ信号のまま直接補正
処理後相当のＲＧＢ信号に変換するような構成とすることもまた可能である。例えば、実
施の形態１で説明した補正演算処理を、所定照度毎にあらかじめ計算して作成した補正係
数のルックアップテーブルを複数設けておき、照度信号によりテーブルから選択した補正
係数に基づいてＲＧＢ信号を補正するＲＧＢ補正手段により、ＲＧＢ－ＲＧＢ変換を行う
ものである。
【００５３】
　このようにして、実施の形態１および２で説明したＨＳＶ色空間での色補正ではなく、
輝度信号と色差信号の場合や、ＲＧＢ信号形態のままでも同様の効果を得る画像処理を実
現することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明に係る画像処理装置およびその処理方法は、車載用ディスプレイなどに使用する
環境の照度範囲が広く激しく変化しうる用途における映像表示機器で、特にカーナビゲー
ションシステムの地図画像や車輌情報表示等の所謂コンピュータグラフィックス画像を表
示する場合の明所における視認性改善処理に適用して有用である。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の第１実施形態による画像処理装置の構成を示すブロック図
【図２】本発明の第２実施形態による画像処理装置の構成を示すブロック図
【図３】図１に示す明度制御係数算出手段における、彩度に対する明度制御特性の一例を
説明する特性図
【図４】本発明における彩度に対する明度制御による色補正の概念を説明する模式図
【図５】図１に示す明度制御係数算出手段における、照度による制御強度特性の一例を説
明する特性図
【図６】図１に示す明度制御係数算出手段における、彩度に対する明度制御特性の照度適
応制御の一例を説明する特性図
【図７】人間の視覚特性としての明所視および暗所視での比視感度曲線を示す特性図
【図８】図２に示す明度制御係数算出手段における、明度信号レベルの分布状態検出方法
の一例を説明する模式図
【図９】図２に示す明度制御係数算出手段における、明度分布状態による明度ゲイン補正
量の設定例を示す特性図
【図１０】図２に示す明度制御係数算出手段における、彩度特徴による明度ゲイン特性に
対する補正の一例を説明する特性図
【図１１】図２に示す明度制御係数算出手段における、彩度レベル範囲による明度ゲイン
特性に対する補正の一例を説明する特性図
【図１２】本発明の第３実施形態による画像処理装置の構成を示すブロック図
【図１３】従来例の概略構成を示すブロック図
【符号の説明】
【００５６】
　１　色空間変換手段
　２　明度補正処理手段
　３　明度制御係数算出手段
　４　色空間逆変換手段
　５　照度検出手段
　６　ディスプレイパネル
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